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（１） 事業所名及び代表者名

株式会社甲商

代表取締役　関口　桂一郎

（２） 所在地

1.本社　　　　　埼玉県三郷市大広戸１０３３－１

2.吉川倉庫　　埼玉県吉川市吉屋２－１４５　（2016年1月から本稼働）

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者　企画管理部　樫村大輝　　TEL：048-950-2209   FAX：048-950-2213

（４） 事業内容（認証・登録の範囲）

1. 事業活動　各種プラスチック成形材料の設計・製造、及びプラスチック応用製品の

　                 商品提案、並びにこれらの販売

2. 対象事業所　本社・工場、吉川倉庫

3. 認証登録日　2010年1月25日

4. 認証登録番号　0004540

（５） 会社概要及び事業規模

①設立年月日：1959年5月8日

②資本金：6,206万円

③売上高：14.55億円（2024年度）

本社 吉川倉庫

従業員　　　　　 35名 2名

延べ床面積　　　 1,461㎡ 886㎡

敷地面積　　　 1,887㎡ 1,486㎡

（6） 事業年度　1月～12月

□主な環境負荷の実績

単位
2022年

(基準年度）
2023年 2024年

kg-CO2／年 437,989 345,125 335,220

トン／年 40 30 33

トン／年 1.14 0.86 1.15

㎥／年 2,862 2,726 2,929

１　事 業 概 要

総排水量

項　目

二酸化炭素排出量
（対象：エネルギー総量）

産業廃棄物排出量

一般廃棄物量排出量
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　＜基本理念＞

環境問題に関しては、グローバルな関心と取組みが近年大きくクローズアップされ

今後も全社一丸となり、プラスチックの再生事業を進めていき、環境マネジメントシ

　＜環境保全への行動指針＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　制定日：2008年12月5日        
　　　　　　　　　　　　　　　　　　改定日：2021年1月25日        

　　　　　　　　　　　　　株 式 会 社　　甲 　商　          

　　　　　  　　　　 代表取締役　関口　桂一郎

のリーディングカンパニーを目指して、企業活動を進めてまいります。

環 境 経 営 方 針

株式会社　甲  商

ている中で、当社はプラスチックリサイクルを業界でも先駆け的に事業展開を進めてま

いりました。

ステムを構築し見直しを進め、地球環境、社会経済に貢献するプラスチックリサイクル

　　その他一般の方に公開します。

1．地球温暖化防止の為、二酸化炭素排出量の削減に努めます。

2．リサイクルの徹底を図り、廃棄物の削減に努めます。

3. 水資源を効果的に使用し、節水に努め総排水量の低減に努めます。

4. 化学物質使用量の適正管理に努めます。

5. エコマーク商品購入の推進に努めます。

6．環境対応商品（リサイクル材を使用した部材）の設計・製造及び活用の提案・販売

　　をいたします。

7．環境関連の法律、条令、及びその他の要求事項を遵守します。

8．定期的に環境マネジメントレビューを実施し、環境管理システムを継続的に改善

　　してまいります。

9．当環境経営方針を全従業員に周知徹底し、お客様・地域住民の方々
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評価は原単位（製品1000kg加工に対しての使用量）に対しての達成率

項目
目標 目標 目標 目標

1,435,614 1,442,757 1,449,899 1,457,041

電力
使用量

887,097 882,639 878,182 873,724

1000kg
あたり

621.01 618 615 612

達成率 △ 99.5% 〇 99.0% 98.5% 98.0%

燃料
使用量

16,631 16,548 16,464 16,381

1000kg
あたり

11.64 11.58 11.53 11.47

達成率 〇 99.5% 〇 99.0% 98.5% 98.0%

kg-CO2 435,799 433,609 431,419 429,229

1000kg
あたり

305.08 304 302 300

達成率 ○ 99.5% ○ 99.0% 98.5% 98.0%

(kg／年) 40,074 39,872 39,671 39,470

1000kg
あたり

28.05 27.91 27.77 27.63

達成率 〇 99.5% 〇 99.0% 98.5% 98.0%

(kg／年) 1,138 1,133 1,127 1,121

1000kg
あたり

0.80 0.79 0.79 0.78

達成率 ○ 99.5% 〇 99.0% 98.5% 98.0%

(㎥／年) 498 496 493 491

1000kg
あたり

0.35 0.347 0.345 0.344

達成率 ○ 99.5% ○ 99.0% 98.5% 98.0%

（円） 206,180 206,180 206,180 206,180

評価 〇 100.0% 〇 100.0% 100.0% 100.0%

（kg） 1,116,193 1,121,746 1,127,300 1,132,853

評価 〇 100.5% 〇 101.0% 101.5% 102.0%

6
年1回
法令等

の見直し

年1回
法令等の

見直し

年1回
法令等の

見直し

年1回
法令等の

見直し

年1回
法令等の

見直し

7 年間11回
1月～11月

（11回）
1月～11月

（11回）
1月～11月

（11回）
1月～11月

（11回）

8

年2回
全体会
議年1回
地域清

掃

年2回
全体会議

年1回
地域清掃

年2回
全体会議

年1回
地域清掃

年2回
全体会議

年1回
地域清掃

年2回
全体会議

年1回
地域清掃

※二酸化炭素排出係数は東京電力エナジーパートナー（2023年度0.408kg-CO2）をすべての年度に適用し再計算した。　　

※達成率は2022年度の原単位数値に対する評価

※削減目標に対する評価について（5％以内増減は○、10％以内は△、10％以上の未達成は×とする）

　ただし、×評価であっても、理由があり説明出来るものは△。

33,525

603

917,886

1,428,472

100%

100%

624

345,125

18,362

86%

102%

71%

11.99

536

1,531,962

335,220

821,618

年間生産量

1

 電力の使用量削減（kWh）

11.70

891,555

16,715

437,989

307

106%

1,522,518

 燃料の使用量削減
(ガソリン・軽油・灯油）（L）

 二酸化炭素排出量合計
（排出係数東電 0.408)

74%

10.94

93%

16,650

74%

120%

111%

70% 78%

95%

78%

100%

0.760.57

248,105

863

100%

71%

達成

変更なし

達成

1,232,060

0.80

100%

100%

219227

0.26

1,110,640

501

206,180

399

100%

19.65

達成

0.28

419

21.88

29,925

変更なし

達成

1,159

３-1　環境経営目標の実績と達成状況の評価

環境対応商品の加工生産量、及び二酸化炭素削減値

　　　　　　外部委託していた営業倉庫、輸出入業務を一元管理することになり、2016年1月より吉川倉庫は本稼働しました。

実績 実績 実績

　　　　　環境負荷データは本社と吉川倉庫を個別に管理しますが、環境目標は吉川倉庫を含めた数値で評価を行います。

中長期目標

2025年

基準年度

2022年
年度

　　　　　環境項目は「電力」、「燃料」、「水道」、「環境関連の法律・条令の遵守」が該当します。

2026年 2027年
2023年 2024年

5

100%

1,110,640

4

100%

1,144

 廃棄物（産業廃棄物）の削減

 廃棄物（一般廃棄物）の削減

40,275

28.19

エコマーク商品購入

100%

2

3

環境経営方針を全従業員に
徹底お客様・地域住民の

方々・一般の方に公開する

変更なし

達成

達成

環境関連の法律・条令の遵守

0.35

環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾚﾋﾞｭｰの実施、
環境管理ｼｽﾃﾑの改善

環境対応商品の
設計・製造・提案・販売

 水道水の削減

206,180
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製品名 登録番号 換算値

PA6 R 6G30 CJ-12-004 0.197

PA66 G30 CJ-12-001 0.224

PBT R CJ-12-005 0.265

※二酸化炭素換算計数・・・エコリーフ申請資料より素材製造時に対しての換算値

※リサイクル量・・・再生品の販売数量(お客様の環境負荷を低減する意)

３-２　環境対応商品

PBT

エコリーフ環境ラベル商品

成形用原料

ポリアミド6（70％） ガラス（30％）

ポリアミド66（70％） ガラス（30％）
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太陽光発電システムの導入は、社内使用ではなく売電を目的としたものです。しかし、発電詳細データの記録や

発電状況表示モニターを設置したとにより、発電の仕組み、電気の有り難さを実感することが出来ました。

2013年5月29日より発電開始。

kWh 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

2019年 3,566 3,278 4,508 5,299 5,299 6,058 3,779 6,026 4,352 51,616

2020年 2,972 3,544 4,425 4,696 5,876 5,848 3,643 5,426 5,058 49,066

2021年 2,228 3,637 5,101 5,582 5,471 5,431 4,303 5,837 3,865 51,287

2022年 3,073 3,397 5,044 4,019 5,108 5,477 4,553 5,977 4,615 50,974

2023年 3,047 3,492 3,498 3,474 5,141 5,340 5,918 6,641 5,627 52,813

2024年 3,017 2,961 4,229 4,976 5,540 6,438 4,851 6,600 5,477 56,725

1,970

3,785 3,864 2,986

3,447 3,829 2,435

2,643 3,044 1,891

3,452 3,637 2,743

月別発電量

４　太陽光発電システムの導入

予想発電量（導入前） 125 3,814

2024年(1月～12月）

実 発 電 量 310 9,454 56,725 2,276,872

年間発電量
12月

2024年1月26日にパワコンをダイヤゼブラに交換しました。

6,491

1日平均（kWh） 1月平均（kWh） 1年間 （kWh） 売電金額（円）

45,771 1,830,840

10月 11月

4,045

2,889

3,436

3,256
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毎年7月と12月に社員全員で全体会議を行い、各部門の活動報告やエコアクション21の活動報告・
問題点の指摘を行っています。

エコアクション21委員は2年毎に交代し、全社員が参加し勉強するシステムになっています。

毎年3、4名が防災体験学習施設（千葉県西部防災センター）で学習しています。
体験報告書の提出と避難・火災訓練時に消火の実践を行っています。

5月の第2土曜日は地域清掃活動として、社屋周りの道路、歩道の清掃や草刈りを行っています。
7月に避難・消火訓練を実施しています

エアコンにルーフファン設置　　　　ｴｺキャップ運動に参加     　    　地域清掃活動（年1回）

                2012年7月9日より社内使用
                電力はデマンドコントロール
                の導入により、管理され無駄
                な使用を抑えています。

　

環境対応商品の展示会

５  教育・訓練の実施

主な環境活動の取り組み

2013年5月29日より発電開始    　社内掲示板で問題点指摘　　　    避難・消火訓練実施（年1回）　　　防災センターで訓練参加

工場・倉庫にLEDﾗｲﾄ設置　　　　　敷地内の緑化運動

6ﾍﾟｰｼﾞ



項目 目標(達成率)
2024年度

実績(達成率)
結果 評価 次年度取組み

電力の削減
2022年度

86%
624kWh/t 536kWh/t

燃料の削減
（ガソリン・軽油・灯
油）　2022年度 103%

11.70L/t 11.99L/t

二酸化炭素
排出量合計
2022年度 77%

437,989kg-CO2 335,220kg-
CO2

産業廃棄物削減
2022年度

89%
47.16kg/t 41.85kg/t

一般廃棄物削減
2022年度

95%
0.8kg/t 0.76kg/t

節水
2022年度

74%
0.35L/t 0.26L/t

エコマーク商品
購入
2022年度 120%

206,180円 248,105円

開発及び活用
2022年度
再生品加工量 111%

1,110,640 kg 1,232,060 kg

6.
環境関連の法
律、条令、及びそ
の他の要求事項
を遵守します。

要求事項の遵守
年1回の法令等の
見直し 年1回の法令

等の見直し

該当項目の見直しと確認手段
として、公官庁への問い合わ
せ、インターネットでの調査 2024年3月

実施
〇

達成したため、引き続き環
境経営計画で定めた内容
を実施

継続

7
定期的に環境マ
ネジメントレ
ビューを実施し、
環境管理システ
ムを継続的改善
に取り組みます。

環境マネジメントレ
ビュー
年11回（1月～11
月）の環境ﾏﾈｰｼﾞﾒ
ﾝﾄﾚﾋﾞｭｰの実施 達成

月1回の社内パトロール（全社
員ローテーション）とエコアク
ション会議（エコアクション委
員）を行い、経営会議に報告

達成 〇

達成したため、引き続き環
境経営計画で定めた内容
を実施

継続

8.
当環境方針を全
従業員に周知徹
底し、お客様・地
域住民の方々、
その他一般の方
に公開します。

環境方針の周知
徹底、公開
・年2回（7月,12月の
全体会議）での社
員教育、活動報告・
年1回の地域清掃
活動（社屋外）

達成

①年2回の全体会議でエコア
クション21の教育、活動報告を
行う。
②社内回覧で会議の内容を
報告。
③年1回の地域清掃活動（社
屋外）

達成 〇

達成したため、引き続き環
境経営計画で定めた内容
を実施

継続

※削減目標に対する評価について（5％以内増減は○、10％以内は△、10％以上の未達成は×とする）。×評価であっても理由があるものは△とする。

節電を周知し、電力削減
に努める。
2025年事務所内LED化を
検討予定。更なる電力削
減を目指す。

1.
地球温暖化防止
の為、二酸化炭
素排出量の削減
に努めます。

2022年度比
99.5%

621kWh/t

①ムダ乾燥の削減・昇温時間短
縮
②照明水銀灯カット、LED変
更、小まめな消灯
③給湯器、電気ポット管理
④エアコン温度管理

〇

乾燥機にタイマーを付けた
為、電力が削減できた。
達成したため、引き続き環
境経営計画で定めた内容
を実施

〇

2022年度比
99.5%

435,799kg-
CO2

2022年度比
99.5%

11.64L/t

①ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ運動
②ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ
③急加速の抑制
④冷房の控えめ使用
⑤全車をｴｺｶｰに変更

〇

達成したため、引き続き環
境経営計画で定めた内容
を実施

2025年営業車を買替予
定。ハイブリッド式を購入
予定。WEB商談推奨。エ
コドライブ運転の周知。
更なる燃料の削減を目指
す

６　環境経営計画の取組結果と実施状況評価及び次年度の取組内容

環境経営目標

環境経営方針 環境経営計画

取組結果と実施状況評価及び次年度の取組内容

１～３の評価は原単位（製品1000kg加工に対しての使用量）　４～８は総量で評価

継続

課題なし 継続

達成したため、引き続き環
境経営計画で定めた内容
を実施

3.
水資源を効果的
に使用し、節水に
努め総排水量の
低減に努めます。

2022年度比
99.5%

0.35L/t

①節水呼びかけを社内掲示
②冷却用水道水循環で削減
③真空ポンプ冷却水→循環水
に切替えマイナス3Ｌ/min
④循環システム点検（漏水等）

〇

達成したため、引き続き環
境経営計画で定めた内容
を実施

2．
リサイクルの徹底
を図り、廃棄物の
削減に努めます。

2022年度比
99.5%

46.92kg/t

①工程ロスの削減
②簡易方法の検討
③分別の徹底
④有価物化

2022年度比
99.5%

0.8kg/t

①コピー用紙、ダンボール等
の分別を徹底する。
②再利用（緩衝材）

継続

〇

達成したため、引き続き環
境経営計画で定めた内容
を実施

〇

達成したため、引き続き環
境経営計画で定めた内容
を実施

再利用の推進を継続

達成したため、引き続き環
境経営計画で定めた内容
を実施

リサイクル材を使用した加
工の提案を、継続して行
う。

エコマーク商品の購入に
努める。

5
環境対応商品（リ
サイクル材を使用
した部材）の設
計・製造及び活用
の提案・ 販売を

2022年度比
100.5%

1,116,193kg

リサイクル材を使用した部材の
加工量増加を目指す

〇

4
エコマーク商品購
入の推進に努め
ます。

2022年度比
100%

206,180円

エコマーク商品購入の推進

〇
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　当社の遵守しなければならない環境関連法規として、「廃棄物処理法」等があります。

記録は環境管理責任者が3年間保管し、保管期間が過ぎたものは環境管理責任者が処分します。

変更の必要はない。

④実施体制 エコアクション　メンバーに業務部　高城を加入

⑧その他 特になし。

①環境経営方針 変更の必要はない。

②環境経営目標 変更の必要はない。

③環境経営計画

⑥緊急事態の訓練結果 年1回の避難訓練と防災センターでの
体験教育（3、4名）の実施。積極的な参
加で効果が上がった。

引き続き、教育計画に従って実施してく
ださい。

⑦経営状況の変更 活動期間で変化はない。 特になし。

④問題点の是正・予防処置の状況 活動期間で是正処置・予防処置が必
要な事態はなかった。

引き続き、是正処置・予防処置の発生が
ないようにしてください。

⑤外部からの苦情の有無 活動期間で外部からの苦情はなかっ
た。

引き続き、外部からの苦情等がないよう
に取り組んでください。

1年間を通しての活動は概ね目標を達
成した。基準が古かったので、2022年
度を基準年度とした。

引き続き、環境経営計画に従って実施す
ること。

③環境活動計画の実施状況 環境活動計画の実施は計画に従って
行った。

引き続き、環境経営計画に従って実施す
ること。

変更の必要
性の有無

９　代表者による全体の評価と見直し・指示

７　環境関連法規制等の遵守状況

これらの法律の遵守状況を定期的にチェックしました結果、法規制違反が無いことを確認しました。

尚過去３年間、行政機関からの処罰等は受けたことは一切ございません。

また、近隣住民の方等からの訴訟等も一切ございません。

８　記録の取り扱いについて

インプット情報 情報内容・資料等 社長コメント

①環境関連法規制等一覧表
遵守状況のチェック結果

事業活動に関連する環境関連法規を
一覧表にとりまとめ、遵守状況を確認
した。

引き続き、環境関連法規の遵守を行うこ
と。又、最新の環境関連法規の確認も行
うこと。

②環境目標の達成度
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エコアクション２１　実　施　体　制　図

   ・環境経営方針を定める

   ・環境管理責任者を指名する

   ・資源（人材･資金･技術）の用意

代　表　者

代表取締役

   ・環境経営システム等の全体的見直し

営  業  部 業　　務　　部 製　　造　　部 品質保証部 企　画　・　管　理　部

   ・課題とチャンスの明確化、実施体制の構築

 　・代表者による全体の評価と見直し・指示

環境管理の責任者    ・環境経営システムの総責任者としての役割権限

   ・環境経営システムの実績を代表者に報告

   ・環境経営目標を定め、全社目標達成状況の確認、記録

   ・環境経営計画をまとめ、 全社の環境経営計画として定める
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【様式E-3】 環境法令等一覧表・遵法性評価チェックシート
環境管理担当者 樫村　大輝 見直し日 2024年4月2７日確認

許可/届出 維持管理/測定 報告 資格者 その他 担当者

1 2005.9.6 工場設置 本社 公害防止条例 ○
社屋工場の設計図と生産工程表を作成し、
行政へ提出

○ 樫村大輝 25.4.29 ○

三郷市公害防止条例
第7条

2 2005.9.16
ぺレタイザー
4台

製造部 騒音規正法 ○
新社屋設立時に騒音防止と臭気対策を練り
こんだ公害対策書を作成

○ 樫村大輝

埼玉県生活環境保全
条例第52条第2項

25.4.29 ○

3 2005.2.22 下水道 本社 下水道法 ○
開発行為・建設行為事前協議申請書により
三郷市へ申請

○ 樫村大輝

三郷市下水道条例 25.4.29 ○

4 2005.2.22 生活廃水 本社 浄化槽法 ○ 定期的清掃は島村興産に委託 樫村大輝

三郷市建築基準法施
行細則代4号の第4条

の3項

浄化槽法第11条検査実施2024/5/17
本社：適正

25.4.29 ○

5 2005.11.16
地下水汲み
上げ

本社
埼玉県生活環境保全

条例第96条第2項
○

地下水採取量報告書を埼玉県知事へ毎年
報告

○ 樫村大輝

25.4.29 ○

6 2014.2.17 焼却炉 本社 大気汚染防止法 ○ 指定ばい煙発生施設設置届書を提出 ○ 樫村大輝

埼玉県生活環境保全
条例第52条第1項

25.4.29 ○

7 2005.10.14 一般廃棄物 本社 廃棄物処理法 ○ 三郷市が指定した業者島村興産に委託 樫村大輝

三郷市条例第35条 25.4.29 ○

8 2003.1.31 産業廃棄物 本社 廃棄物処理法 ○ 三郷市が指定した業者(有)コウワに委託 樫村大輝

三郷市条例第35条 25.4.29 ○

9 2005.10.5
消防用設備
等検査結果
書

本社 消防法17条 ○
消防用設備が消防法17条の基準に適合し
ている

○ 樫村大輝

25.4.29 ○

10 2015.9.16 生活廃水 吉川倉庫 浄化槽法 ○ 定期的清掃は進生クリーン興業㈱に委託 樫村大輝

吉川市浄化槽法10条
2第3項

浄化槽法第11条検査実施2024/5/17
吉川倉庫：おおむね適正

25.4.29 ○

11 2015.4.1
フロン使用関
連設備

本社 フロン排出抑制法
(有)長谷川電気へ委託（本社業務用エアコ
ン）　吉川倉庫は該当しない

樫村大輝 25.4.29 ○ 改訂なし

12 2016.6.20 リサイクル材 本社 資源有効利用推進法 対象業種・対象製品の確認 樫村大輝 25.4.29 ○ 改訂なし

評価結果　○；遵法である　△；一部の疑問があり遵法であるが評価することが難しい（判断するための調査を行う　×；明らかに遵法性に欠けている（不適合扱いとして是正を行う）

2005年9月5日､三郷市役所環境保全課届出を受理

改訂なし

No 適用年月
適用対象の
作業・施策/

環境
適用部門 法令等　　名称

適用内容の区分

評価結果（遵法の場合も根拠を明示）
確認

年月日
遵法性
○△×

規則改訂確認
2025/4/2７

2005年9月12日、三郷市役所環境保全課届出済み

改訂なし

2005年9月16日、三郷市役所環境保全課届出を受理

2005年1月21日三郷市役所受付

改訂なし

2005年2月22日三郷市協議確認

2005年1月21日三郷市役所受付

改訂なし

2005年2月22日三郷市協議確認

2005年11月16日埼玉県より使用許可

改訂なし

毎年、埼玉県知事宛に報告書提出

2014年1月17日埼玉県東部環境管理事務所に届出提出

改訂なし

2014年2月17日同上届出書受理通知書を受領

2005年10月14日事業系一般廃棄物収集運搬処理契約書を
締結

改訂なし

現在も委託中

マニフェスト伝票を保管

改訂なし

現在も委託中 ㈲コウワが㈱キョーエイストックに吸収　2018/3

2005年11月7日三郷市消防本部職員立会いで届出

改訂なし

改訂なし

2017年3月25日定期点検済み

対象業種・対象製品に該当なし

2015年9月16日吉川市役所へ変更届
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災害対策体制図

関口 樫村

代表者
（承認）

環境管理
責任者
（作成）

2024/12/13 2024/12/13

災害対策本部

本部長
関口社長

初期消火班

火元発見者

1F：田中

2F：保坂

避難誘導班

1F：保坂

２F：常時者（山崎）

救出班

柴山

救護班

営業事務

警戒班

班長：坂本

副班長：髙城

非常持出班

各部
班長：各部門長

指揮・情報連
絡班

企画管理部
班長：菊池

副班長：樫村



【様式　E-9-2】

代表者
（承認）

環境管理
責任者
（作成）

関口 樫村

甲商防災マニュアル 2024/12/13 2024/12/13

災害対策本部設置の場合のマニュアル例（事業所勤務中）

【お願い】
・各班の役割分担を部署ごとに決めてください。（別紙）
　各部署で選出されたメンバーで協力して作業してください。
　役割分担で選出された人だけが作業をするのではありません。
　あくまでも率先して責任をもって行動するための分担です。
　選出されていない社員も、手が空いている人はヘルプに回ってください。
・部署ごとに選出されたメンバーは班ごとに定期的に打ち合わせを行ってください。（詳細別途）

＜改訂記録＞
版 改定日

2014/6/24
2021/9/30

改訂内容・改訂理由
本部長の役割分担が重複していた

配属変更のよる変更反映

災害対策本部発令

災害対策本部
（本部長）

指揮･情報連絡班（企画管理部が担当）〈班長 菊池 副班長 樫村〉
□ ・情報連絡班に対し安否(社員、外出者、休暇者、来社中の顧客)の確認を求める。
□ ・緊急連絡先からの従業員の安否情報は各責任者に伝達する。
□ ・帰宅・残留命令を出す。（地域の防災センターと連絡を密にする）
□ ・食糧、飲料水、寝具の用意をする。
□ ・社屋から全社員が退出した場合、巡回実施の上、セコムに通知する。
□ ・状況により救援要請する。
□ ・交通機関、道路、火災状況の情報収集をする
□ ・社員、ｱﾙﾊﾞｲﾄ、休暇、外出、出張者、来客の安否を指揮班に連絡する。
□ ・被害状況の情報収集とともに指揮班に通知する。
□ ・公式情報（広報）を収集し、指揮班へ報告する。

□にレを入れて確認する。

初期消火班 〈 火元発見者及び 1F 田中 2F 保坂〉
□ ・火災発見の場合はただちに１１９番に通報し、次に本部指揮班に連絡する。
□ ・火災は初期消火に徹する。発見者と１階であれば田中、２階であれば保坂
に連絡
□ ・外部コンセント使用設備機器の使用停止と確認。（手順を決めておく）
□ ・事務機器のコンセントはずし、窓際物品の除去、落下・転倒物の防止。

避難誘導班〈1大場 2F 常駐者（山崎）〉
□ ・火災発生による避難誘導支援。外部（近所の工場等）との連携、支援依頼。
（2Fからの誘導：常時者（山崎） １Ｆからの誘導：保坂

救出班 柴山 救護班 営業事務
□ ・ケガ人の救出・救護とその数、状況を指揮班に連絡
□ ・重症者は救急車による救護を依頼する。

警戒班（製造部・業務部）〈班長 坂本 副班長 髙城 〉
□ ・施設および敷地内の保安設備の損傷を点検、状況を指揮班に連絡
□ ・損傷により施設の警備がおろさかにならないよう応急対応措置を実施。

非常持ち出し班（各部）〈各部門長〉
□ ・非常持ち出し品を搬出する。
□ ・非常持ち出し品の確認と指揮班へ連絡する。
□ ・他班の活動援助

・対策本部設置発令

・帰宅・残留命令
・緊急召集者発令

社長が本部長として災害対策本部の設置を発令する。



1 毎年7月と12月に社員全員で全体会議を行い、各部門の活動報告やエコアクション21の活動報告・
問題点の指摘を行っています。

2 安全や健康面を重視した標語を募集して社員の意識を高める活動を年1回行っています。

3 エコアクション21委員は2年毎に交代し、全社員が参加し勉強するシステムになっています。

4 毎年3、4名が防災体験学習施設（千葉県西部防災センター）で学習しています。
体験報告書の提出と避難・火災訓練時に消火の実践を行っています。

5 月1回エコアクション21・安全パトロール（3名）で社内を巡回し問題点を報告する

全社員が年１回は担当して屋内外の注意点などを確認する

6 月1回エコアクション21・安全パトロール会議（委員5名）で提示された問題点論議し、改善を要する
議案は各部署の会議に持ち帰り、改善策を次回会議で報告する。

7 年1回社屋周りの清掃活動（地域貢献）

8 再生プラスチックの講習　全社員に再生の意義や価値を共有し　再生品を増加することで
ＣＯ２を減となることを周知する

2024年度スケジュール

項目 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

1

2

3

4

5

6

7

8

各部署代表

通年

通年

11月第1土曜日

１２月全体会議

2年毎に交代

教育・訓練計画

甲商ではエコアクション21の理解を深めるため、全社員が年間を通して活動を行っています。

備　考

全社員参加

2年に１回


